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 本書は題名通り、著者である森下典子さんの日記が 1 年間にわたり纏められたものであ

る。フリーランスライターである著者は 20 歳から 40 年の間、週 1 回のお茶の稽古を習い

に先生の家に通っており、世俗と離れたそのお茶の稽古の中にある奥ゆかしさを非常に読

みやすい文章でまとめてくださっている。私たち伝統芸能班は去年度に一度お茶のお稽古

に参加したが、その後はコロナウイルスの影響で通うことができていない。新メンバーも 3

人加わり、またあの時のような活動がしたいと心から思う。 

 もう今年も終わるのかと、今年も一瞬だったなと思う。そう感じるのは、この一年が充実

したものだったからかもしれない。しかし、本書を読むと時間の有限さや季節の美しさ、そ

ういったものの尊さを知ることができ、お茶と共にゆっくりとした空間を感じることの素

晴らしさを学ぶことができた。お茶の時間は退屈で、しんどいと思う人もいるだろう。しか

し、昨今の追われるような忙しさの中で、私たちは時間というものの尊さを忘れてしまって

いるのではないだろうか。 

 和菓子の挿絵が本書では所々にあるのだが、その説明を読むとわたしが忙しくしている

間に通り過ぎてしまった、二度と帰ってこない季節の彩りを想像することができる。私は季

節の中にいることに気づいていなかった。家の中では夏には冷房を、冬にはコタツや暖房を

つける。特にコロナ禍ではステイホームを強いられたため、季節が織りなす気温の変化を肌

で感じることがとても少なかったように思える。しかし、たとえば冬においては、茶の間に

は囲炉裏を除けば室温を高めるようなものは少なく、襖を開ける時に入り込む冷気に身体

が強張る。そして冬が来たことを心と身体で感じることができるのだ。当たり前のことのよ

うに思えるかもしれないが、わたしには今に久しいもののように思われて、なんとなく悲し

い気持ちになった。きっと季節はわたしの近くにはもうないのかもしれない。 

 コロナが終息したら来年からまたみんなでお茶の稽古に通いたい。そして本書で書かれ

ている数々の思い出を、季節・時間との出会いを楽しみたいと思う。目まぐるしい日々の中

では得られない時間の感覚を得ることが今だからこそ必要なんだと本書から学ぶことがで

きてとてもよかった。 


